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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
農
地
所
有
適
格
法
人
に
対
す
る
外
資
規
制
の
導
入
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
外
国
資
本
が
戦
略
的
に
出
資
す
る
こ
と
で
影
響
力
を
強
め
て
き
た
場
合
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
に
お
い
て
は
、
農
地
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
農
地
所
有
適
格
法
人
（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
農
地
所
有
適
格
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、

同
項
第
二
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
農
業
関
係
者
」
と
い
う
。
）
が
議
決
権
の
過
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
、

農
業
に
常
時
従
事
す
る
株
主
が
役
員
の
過
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
農
業
関
係
者

以
外
の
者
が
農
地
所
有
適
格
法
人
の
議
決
権
の
過
半
を
占
め
た
場
合
等
の
農
地
所
有
適
格
法
人
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
勧
告
等
を
経
て
、
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
最
終
的
に
は
当
該
法
人
の

所
有
す
る
農
地
等
を
国
が
買
収
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
外
国
資
本
も
含
め
て
、
農
業
関
係
者
以
外
の
者
が
農
地
所
有
適
格

法
人
の
経
営
を
支
配
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
に
お
い
て
は
、
財
務
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣



 

２ 

 

は
、
外
国
投
資
家
（
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
投
資
家
を
い
う
。
）
が
農
地
所
有
適
格
法
人
の
株
式
又
は

持
分
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
事
前
届
出
又
は
同
法
第
五
十
五
条
の
五
の
規
定
に
基
づ

く
事
後
報
告
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
株
式
又
は
持
分
の
取
得
が
、
我
が
国
経
済
の
円
滑
な
運
営
に
著

し
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
株
式
又
は
持
分
の
取
得
に
該
当
す
る
等
と
両
大
臣
が
認
め
る
と
き
は
、
両
大
臣
は
、

当
該
外
国
投
資
家
に
対
す
る
当
該
株
式
又
は
持
分
の
取
得
に
係
る
内
容
の
変
更
又
は
中
止
の
勧
告
等
を
経
て
、
同
法
第
二
十

九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
株
式
又
は
持
分
の
全
部
又
は
一
部
の
処
分
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
一
定
程
度
、
国
が
関
与
す
る
仕
組
み
」
を
措
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
農
地
所
有

適
格
法
人
に
対
し
て
外
国
資
本
の
受
け
入
れ
を
自
由
と
し
て
い
る
現
行
制
度
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。 


